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モバイル式ブームで現場省力化

川
端
工
業
（
福
井
市
、

０
７
７
６
・
５９
・
２
３
３

６
、
中
村
光
宏
社
長
）
は

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
合
致
し

た
経
営
を
進
め
て
い
る
。

残
コ
ン
や
戻
り
コ
ン
の
削

減
、
革
新
技
術
の
導
入
で

様
々
な
項
目
の
達
成
を
果

た
す
。

残
コ
ン
対
策
で
は
先
行

モ
ル
タ
ル
に
代
わ
る
先
行

材
「
モ
レ
ス
テ
」、
残
コ
ン

処
理
剤
「
残
コ
ン
バ
ス

タ
ー
」
の
販
売
を
強
化
し

て
い
る
。
圧
送
業
界
は
廃

棄
物
処
理
で
頭
を
悩
ま
す

が
、
併
せ
て
使
用
す
る
こ

と
で
残
コ
ン
発
生
量
を
ほ

ぼ
ゼ
ロ
に
で
き
る
。
モ
レ

ス
テ
は
現
場
で
水
と
粉
体

を
混
合
し
、
配
管
に
流
す

だ
け
で
先
行
モ
ル
タ
ル
材

と
同
等
の
機
能
を
有
す

る
。
ピ
ン
ク
の
着
色
を
施

し
て
お
り
、
配
管
を
通
過

し
た
モ
レ
ス
テ
が
正
常
な

生
コ
ン
の
色
に
変
わ
る
ま

で
廃
棄
す
る
だ
け
。
ブ
ー

ム
長
に
よ
っ
て
使
用
量
は

異
な
る
が
、
ピ
ス
ト
ン
式

ブ
ー
ム
車
（
１６
～
１６

３８
斡
）

で
は
モ
レ
ス
テ
１０
茜
と
水

６
茜
を
混
ぜ
る
だ
け
だ
。

残
コ
ン
バ
ス
タ
ー
は
圧

送
作
業
終
了
時
に
ホ
ッ

パ
ー
に
粉
体
の
残
コ
ン
バ

ス
タ
ー
を
投
入
し
て
攪
拌

す
る
だ
け
で
、
残
コ
ン
を

砂
・
砂
利
状
態
に
す
る
処

理
剤
。簡
単
に
処
理
で
き
、

リ
サ
イ
ク
ル
材
と
し
て
現

場
内
の
敷
き
均
し
材
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。
ま
た
、
工
事
開
始
時

に
使
用
し
た
モ
レ
ス
テ
も

一
緒
に
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

働
き
方
改
革
の
完
全
実

施
ま
で
４
年
を
切
り
、
そ

れ
を
見
据
え
た
投
資
を
進

め
て
い
る
。
厳
格
に
対
応

し
た
場
合
、
現
行
の
作
業

体
制
で
は
配
管
作
業
に
時

間
を
か
け
て
し
ま
い
、
圧

送
作
業
が
１
日
数
時
間
程

度
し
か
で
き
な
い
可
能
性

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
長
尺

ブ
ー
ム
車
を
導
入
す
る
こ

と
で
配
管
作
業
を
省
略

し
、
施
工
時
間
を
確
保
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。
同
社
で
は
韓
国
の
大

手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
Ｅ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｍ
（
エ

ヴ
ァ
ダ
イ
ム
）
社
の
４７
斡

ブ
ー
ム
を
有
す
る
Ｅ
Ｃ
Ｐ

４７
Ｃ
Ｘ
―
５
を
導
入
し
て

い
る
。

さ
ら
に
悪
路
や
狭
隘
箇

所
で
も
施
工
可
能
な
モ
バ

イ
ル
プ
レ
ー
シ
ン
グ
ブ
ー

ム
を
昨
年
導
入
。
土
木
の

堰
堤
や
建
築
の
地
下
工
事

な
ど
特
殊
現
場
で
使
用
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
。
モ
バ
イ
ル
プ
レ
ー
シ

ン
グ
ブ
ー
ム
は
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
の
よ
う
な
キ
ャ
タ
ピ

ラ
ー
式
の
車
両
に
１８
斡

ブ
ー
ム
を
架
装
し
た
も

の
。ス
ピ
ー
ド
は
遅
い
が
、

ど
ん
な
悪
路
で
も
自
在
に

動
く
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
鉄
道
を
ま
た
ぐ
と

い
っ
た
難
工
事
で
も
モ
バ

イ
ル
プ
レ
ー
シ
ン
グ
ブ
ー

ム
を
使
用
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
従
来
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
の
ブ
ー

ム
で
届
か
な
か
っ
た
現
場

で
優
位
性
を
発
揮
す
る
。

川
端
工
業
で
は
こ
れ
ら

の
技
術
を
「
環
境
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
活
動
」
と
し
て
実
践
し

て
い
る
。
一
般
的
に
は
モ

レ
ス
テ
や
残
コ
ン
バ
ス

タ
ー
が
「
１２
つ
く
る
責

任

つ
か
う
責
任
」「
１５
陸

の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
を

達
成
す
る
が
、
新
技
術
の

導
入
で
「
９
産
業
と
技
術

革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ

う
」
に
も
合
致
す
る
。
同

社
で
は
引
き
続
き
、
新
技

術
を
導
入
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
合
致
し
た
企
業
を
目
指

す
。

さ
ら
に
、
１７
年
に
策
定

さ
れ
た
加
須
市
総
合
振
興

計
画
で
は
同
産
業
団
地
の

北
側
に
約
３０
佐
の
開
発
計

画
が
盛
り
込
ま
れ
、ま
た
、

加
須
市
花
崎
地
区
で
も
約

３０
佐
の
開
発
計
画
が
あ

る
。
早
水
会
長
は
「
倉
庫

以
外
に
も
病
院
や
工
場
の

建
設
計
画
も
あ
り
、
生
コ

ン
も
数
十
万
逢
出
る
だ
ろ

う
。
５
年
程
度
開
発
が
続

く
見
込
み
で
、
当
社
だ
け

で
な
く
会
員
各
社
に
も
下

請
で
入
る
チ
ャ
ン
ス
」
と

し
、
今
後
の
開
発
に
期
待

を
寄
せ
る
。

さ
い
た
ま
市
内
で
は
大

型
工
事
が
複
数
行
わ
れ
て

い
る
。
大
宮
駅
東
口
大
門

町
２
丁
目
中
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
の
工
事
が
佳

境
に
入
り
、
大
宮
駅
西
口

の
武
蔵
野
銀
行
本
店
ビ
ル

工
事
も
進
ん
で
い
る
。
ほ

か
に
１
０
０
斡
ク
ラ
ス
の

ビ
ル
が
複
数
棟
計
画
さ
れ

て
い
る
。
さ
い
た
ま
市
合

同
庁
舎
の
建
設
候
補
地
が

さ
い
た
ま
新
都
心
駅
周
辺

で
３
か
所
に
絞
ら
れ
、
埼

玉
県
庁
も
老
朽
化
で
移
転

の
可
能
性
が
あ
る
。「
市
役

所
は
３
年
後
く
ら
い
か
ら

始
ま
り
、
そ
れ
ら
を
勘
案

す
る
と
さ
い
た
ま
市
内
の

工
事
も
１０
年
程
度
続
く
の

で
は
な
い
か
」（
早
水
会

長
）。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
一
部
ゼ
ネ
コ
ン

で
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
、

５
月
の
連
休
明
け
か
ら
工

事
が
再
開
し
た
が
、
先
行

き
は
厳
し
い
。
早
水
会
長

は
「
首
都
圏
全
体
で
は
今

後
投
資
が
冷
え
込
み
、
新

規
着
工
が
減
る
な
ど
の
影

響
が
見
込
ま
れ
、
各
社
の

経
営
が
元
に
戻
る
の
は
数

年
程
度
か
か
る
だ
ろ
う
。

今
は
国
が
補
助
金
や
給
付

金
を
出
し
て
い
る
が
、
必

ず
反
動
が
き
て
公
共
投
資

の
引
き
締
め
も
想
定
さ
れ

る
の
で
Ｖ
字
回
復
は
難
し

い
」
と
見
通
す
。

ま
た
、
同
会
で
は
例
年

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬

の
日
曜
日
に
健
康
診
断
と

全
圧
連
統
一
安
全
・
技
術

講
習
会
を
開
い
て
い
る

が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
で
延
期
と
な
っ
た
。

早
水
会
長
は
「
健
康
診
断

は
タ
イ
ミ
ン
グ
み
て
各
社

で
受
診
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
た
。
講
習
会
は
ど
の

よ
う
に
開
く
か
検
討
を
重

ね
て
い
る
」と
し
て
い
る
。

働
き
方
改
革
を
控
え
、

今
後
は
４
週
８
休
体
制
で

も
経
営
や
従
業
員
の
待
遇

を
維
持
で
き
る
体
制
が
必

要
だ
と
い
う
。
同
会
は
協

同
組
合
で
は
な
い
た
め
、

具
体
的
な
単
価
設
定
は
で

き
な
い
が
、
早
水
会
長
は

「
し
っ
か
り
理
論
武
装

し
、
経
費
を
ゼ
ネ
コ
ン
に

認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
だ
」
と
語
り
、
業
界
全

体
で
共
通
認
識
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

た
。
沿
線
で
倉
庫
を
中
心

と
し
た
工
事
が
出
始
め
た

ほ
か
、
圏
央
道
の
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
に
近
い
東
北
自

動
車
道
、
関
越
自
動
車
道

の
イ
ン
タ
ー
周
辺
も
開
発

工
事
が
増
え
て
き
た
。
な

か
で
も
東
北
自
動
車
道
加

須
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
周
辺
で
は
加
須

Ｉ
Ｃ
東
産
業
団
地
の
開
発

が
進
む
。
同
産
業
団
地
は

埼
玉
県
企
業
局
と
加
須
市

の
共
同
開
発
で
、
昨
夏
造

成
が
完
了
、
進
出
企
業
に

対
す
る
分
譲
地
の
引
き
渡

し
が
始
ま
っ
た
。
１０
区
画

あ
り
、
合
計
面
積
は
１３
・

５
佐
。
現
在
は
既
製
杭
の

杭
打
ち
工
事
が
盛
ん
で
、

今
後
生
コ
ン
工
事
も
本
格

化
す
る
。早
水
会
長
は「
１

区
画
に
数
万
逢
の
生
コ
ン

需
要
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
当
社
（
早
水
圧
送
）

の
近
く
で
こ
れ
だ
け
大
規

模
の
工
事
が
行
わ
れ
、
開

発
が
進
む
こ
と
は
非
常
に

感
慨
深
い
」
と
話
し
、
今

後
は
複
数
の
現
場
の
圧
送

工
事
で
下
請
と
し
て
入
る

予
定
だ
。

埼
玉
県
で
は
さ
い
た
ま

市
内
の
大
型
工
事
や
圏
央

道
周
辺
の
開
発
工
事
が
出

て
い
る
。
埼
玉
県
圧
送
技

能
士
会
（
桶
川
市
、
早
水

久
司
会
長
）
の
会
員
も
県

内
工
事
に
従
事
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。

圏
央
道
は
２
０
１
５
年

１０
月
に
県
内
を
全
通
し

県
内
工
事
が
活
発
化

さ
い
た
ま
市

複
数
で
超
高
層
ビ
ル
建
設

埼玉技能士会

早水会長

イ
ル
ス
の
影
響
で
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
従
来

の
規
模
で
の
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ

実
験
実
施
は
厳
し
い
が
、

室
内（
外
）の
フ
レ
ッ
シ
ュ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
試
験
や

「
実
施
工
」
現
場
で
の
実

機
実
験
な
ど
を
含
め
て
検

討
し
て
い
る
。
協
組
で
は

「
昨
年
の
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
実

験
結
果
を
受
け
、
再
現
・

検
証
の
た
め
の
実
験
や
省

力
化
・
効
率
化
を
目
的
と

し
た
実
施
工
現
場
で
の
吊

打
ち
実
験
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
」
と
し
、
圧
送
作
業

に
係
わ
る
施
工
性
改
善
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

品
質
向
上
に
向
け
た
実
験

を
継
続
し
た
い
と
い
う
。

同
協
組
は
技
術
活
動
以

外
に
も
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
特
に
各

社
経
営
の
根
幹
と
な
る
共

同
受
注
で
は
一
昨
年
４
月

に
価
格
改
定
を
実
施
。
一

般
的
な
Ｃ
区
分
（
ピ
ス
ト

ン
４
Ｔ
８
Ｔ
配
管
車
、
ス

ク
イ
ズ
８
Ｔ
ブ
ー
ム
車
、

ピ
ス
ト
ン
８
Ｔ
ブ
ー
ム

車
）
は
９
万
円
（
基
本
料

金
）
―
８
０
０
円
（
１
逢

当
た
り
の
圧
送
経
費
）
と

し
た
。
価
格
は
順
調
に
浸

透
し
、
表
示
価
格
も
同
額

と
な
っ
た
。
今
後
も
共
同

受
注
を
継
続
す
る
た
め
、

組
合
員
各
社
の
安
全
施

工
・
技
術
面
の
向
上
を
進

め
て
い
く
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
に

よ
る
影
響
を
踏
ま
え
て
事

業
継
続
の
た
め
の
適
正
価

格
の
検
討
も
進
め
る
。
人

手
不
足
対
応
で
は
外
国
人

実
習
生
を
各
社
で
受
け
入

れ
て
お
り
、
同
協
組
員
の

外
国
人
比
率
は
６
・
０
％

と
な
っ
た
。
昨
年
度
に
比

べ
１
・
０
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
た
。
若
手
入
職
も
進
め

て
お
り
、
大
阪
府
建
団
連

の
雇
用
推
進
研
究
会
に
加

入
し
た
。
そ
の
他
の
専
門

工
事
業
と
共
同
し
、
工
業

高
校
な
ど
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
検
討
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
出
て
い
る
。
４

月
に
発
令
さ
れ
た
緊
急
事

態
宣
言
に
伴
い
、
一
部
ゼ

ネ
コ
ン
で
は
現
場
閉
鎖
の

動
き
が
出
た
。
連
休
明
け

か
ら
安
全
対
策
が
取
れ
た

現
場
か
ら
工
事
を
再
開
し

て
い
る
が
、
今
後
再
び
感

染
拡
大
の
兆
候
が
出
る
と

工
事
が
止
ま
る
と
み
て
い

る
。
そ
の
た
め
協
組
で
は

政
府
が
打
ち
出
し
た
緊
急

資
金
支
援
策
の
活
用
な
ど

必
要
に
応
じ
て
個
社
で
の

資
金
手
当
て
を
要
請
し
て

い
る
。

同
協
組
で
は
毎
年
２
～

３
月
に
か
け
て
全
圧
連
統

一
安
全
・
技
術
講
習
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
そ
の

運
営
に
も
影
響
が
出
た
。

今
年
は
全
圧
連
か
ら
特
別

に
許
可
を
得
て
、
講
義
内

容
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
動
画
で
作

成
、
組
合
員
各
社
で
Ｄ
Ｖ

Ｄ
視
聴
に
よ
る
講
習
を
実

施
し
た
。
視
聴
時
の
写
真

や
参
加
者
の
直
筆
サ
イ
ン

な
ど
を
提
出
し
、
後
日
受

講
証
明
を
送
付
し
た
。
ま

た
、
安
全
衛
生
面
で
は
熱

中
症
対
策
を
強
化
す
る
。

全
ポ
ン
プ
車
に
「
熱
中
症

応
急
処
置
セ
ッ
ト
」
を
配

備
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

業
務
が
ひ
っ
迫
す
る
医
療

機
関
の
負
担
軽
減
に
つ
な

げ
た
い
と
し
て
い
る
。

景
と
し
て
、
今
後
高
流
動

性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用

事
例
が
増
え
る
と
見
込
ま

れ
る
が
、
ポ
ン
プ
圧
送
時

の
圧
送
性
や
圧
送
前
後
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
性
状
の
変
化

な
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い

点
が
多
い
た
め
だ
。

実
験
結
果
は
今
年
２
月

の
圧
送
技
術
研
究
会
で
報

告
さ
れ
た
。
報
告
会
で
は

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
実
験
と
室
内

分
離
抵
抗
性
比
較
実
験
を

説
明
し
、
そ
の
後
高
流
動

性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
送

前
後
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
性
状
変
化
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
さ
ら

に
、
高
流
動
性
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
圧
送
し
た
際
の

管
内
圧
力
お
よ
び
管
内
圧

力
損
失
、
各
種
試
験
に
よ

る
圧
送
性
の
評
価
、
閉
塞

危
険
性
の
評
価
を
行
っ

た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年

日
本
建
築
学
会
大
会
に
は

「
高
流
動
性
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
圧
送
性
評
価
」
を
主

題
と
す
る
２３
編
の
論
文
を

投
稿
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

い
る
。

こ
れ
ま
で
に
管
内
圧
力

損
失
（
Ｋ
値
）
の
推
定
お

よ
び
評
価
手
法
や
施
工
性

改
善
の
た
め
の
吊
打
ち
施

工
・
安
全
性
、
閉
塞
危
険

性
の
評
価
、
配
管
内
の
流

動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
な

ど
圧
送
性
評
価
技
術
の
確

立
や
閉
塞
の
回
避
、
安
全

施
工
に
主
眼
を
置
い
て
活

動
し
て
き
た
。
成
果
と
し

て
圧
送
性
評
価
ソ
フ
ト
を

開
発
し
た
ほ
か
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
圧
送
作
業
の
標
準

化
を
目
的
と
し
た
動
画
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
て
い
る
。

昨
年
は
１０
月
に
高
流
動

性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
テ
ー

マ
に
神
戸
市
内
で
実
験
を

行
っ
た
。
昨
年
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ａ
５
３
０
８
が
改
定
さ
れ

呼
び
強
度
２７
～
２７

４５
の
ス
ラ

ン
プ
フ
ロ
ー
管
理
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適
合

品
と
な
っ
た
。
実
験
の
背

近
畿
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

圧
送
協
同
組
合
（
大
阪
市

西
区
、共
田
昌
一
理
事
長
）

は
日
本
建
築
学
会
近
畿
支

部
材
料
・
施
工
部
会
ポ
ン

プ
工
法
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
と
共
同

で
、
２
０
０
４
年
か
ら
圧

送
技
術
の
向
上
や
圧
送
性

評
価
の
た
め
の
実
大
規
模

の
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
実
験
を
こ

れ
ま
で
１４
回
行
っ
て
き

た
。
そ
の
成
果
は
両
者
が

共
催
す
る
圧
送
技
術
研
究

会
や
日
本
建
築
学
会
の
全

国
大
会
で
発
表
し
、
技
術

的
な
研
鑽
と
組
合
員
の
安

全
技
術
・
技
能
を
高
め
て高流動コンの圧送試験を行った

技
術
的
研
鑽
を
継
続

安
全
・
技
能
向
上
に
効
果

近圧協

影
響
は
見
え
て
お
ら
ず
、

荒
井
理
事
長
は「（
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
）
開
催
を
見
込
ん

で
工
期
を
組
ん
で
い
な

か
っ
た
今
夏
が
ど
う
な
る

の
か
。
さ
ら
に
来
夏
は
ど

う
な
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
予

想
が
つ
か
な
い
」と
話
す
。

横
浜
駅
前
の
Ｊ
Ｒ
横
浜
タ

ワ
ー
も
開
業
が
延
期
と
な

り
、
民
間
経
済
活
動
へ
の

影
響
が
出
始
め
て
い
る
。

「
緊
急
事
態
宣
言
発
令

後
、
一
部
ゼ
ネ
コ
ン
の
工

事
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
連

休
明
け
か
ら
工
事
は
再
開

し
た
が
、
鉄
筋
や
型
枠
工

事
が
遅
れ
、
ポ
ン
プ
圧
送

の
出
番
ま
で
時
間
が
か
か

り
そ
う
だ
」（
荒
井
理
事

長
）。組

合
員
各
社
は
４
月
の

売
上
高
が
平
均
２５
％
減
少

し
た
。「
従
業
員
の
給
与
は

あ
る
程
度
支
払
っ
た
が
、

非
常
に
厳
し
い
。
圧
送
業

は
高
価
な
ポ
ン
プ
車
を
購

入
し
、
作
業
に
従
事
し
て

い
る
。
個
人
を
対
象
に
家

賃
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
使
用

料
の
一
時
支
払
い
延
期
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

企
業
に
対
し
て
銀
行
へ
の

借
入
金
返
済
一
時
延
期
に

は
な
ら
な
い
。
企
業
向
け

の
対
策
強
化
を
全
国
コ
ン

ク
リ
ー
ト
圧
送
事
業
団
体

連
合
会
（
全
圧
連
）
が
動

い
て
関
係
機
関
に
対
し
て

訴
え
て
ほ
し
い
」（
同
）
と

強
調
す
る
。

ま
た
、
今
年
は
従
業
員

の
体
調
管
理
も
気
を
配
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
。
全

現
場
で
入
場
の
際
の
検

温
、
作
業
現
場
で
の
マ
ス

ク
着
用
は
必
須
。
厚
手
の

作
業
着
や
鉄
板
の
入
っ
た

安
全
靴
、
施
工
場
所
に

よ
っ
て
は
重
さ
が
２
茜
以

上
あ
る
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全

帯
を
つ
け
、
工
具
や
空
調

服
の
フ
ァ
ン
を
身
に
付
け

る
と
５
茜
以
上
の
重
量
を

身
に
付
け
て
動
く
こ
と
に

な
る
。「
今
年
は
マ
ス
ク
着

用
で
熱
が
顔
に
こ
も
り
、

熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
上

が
っ
て
い
る
。
５
月
か
ら

経
口
補
水
液
を
使
用
す
る

こ
と
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
」（
同
）。

東
京
都
内
の
工
事
は
現

在
端
境
期
に
あ
る
。
神
奈

川
県
内
は
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
工
事
が
一
段
落
し
て

い
る
。
土
木
は
新
東
名
高

速
道
路
工
事
が
続
き
、
今

後
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

工
事
も
始
ま
る
が
、
建
築

は
少
な
そ
う
。
み
な
と
み

ら
い
地
区
の
再
開
発
工
事

は
一
服
し
、
横
浜
市
庁
舎

も
竣
工
し
た
。
大
型
建
築

工
事
は
川
崎
市
庁
舎
が
残

る
程
度
だ
。

同
協
組
で
は
安
全
教
育

事
業
や
人
材
確
保
、
情
報

共
有
に
力
を
入
れ
る
、
さ

ら
に
、
福
利
厚
生
も
手
厚

い
。
今
月
９
日
に
横
浜
市

内
で
通
常
総
会
を
開
き
、

組
合
員
へ
の
福
利
厚
生
と

し
て
マ
ス
ク
７
千
枚
を
購

入
、
各
社
に
配
布
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

今
後
の
見
通
し
は
厳
し

い
が
、
荒
井
理
事
長
は
圧

送
業
の
地
位
向
上
が
必
要

だ
と
指
摘
す
る
。「
高
額
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
を

自
社
保
有
し
、
現
場
技
能

者
に
は
相
当
な
知
識
と
資

格
が
要
求
さ
れ
、
過
酷
な

作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
中

心
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
建
設
産
業
に
お
け
る

地
位
は
低
い
ま
ま
だ
」

（
同
）。
そ
の
た
め
、統
一

安
全
・
技
術
講
習
会
や
登

録
基
幹
技
能
者
の
育
成
な

ど
会
員
技
能
者
の
能
力
向

上
に
努
め
て
い
る
こ
と

や
、
圧
送
技
術
大
会
の
開

催
な
ど
を
通
じ
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
い
る
。

事
長
）
は
首
都
圏
最
大
の

圧
送
組
合
で
あ
る
。
昨
年

上
期
ま
で
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
控
え
る
東
京
や

横
浜
の
建
設
需
要
に
沸
い

た
が
、
下
期
か
ら
工
事
量

は
減
少
し
て
い
る
。

今
夏
開
催
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終

了
後
に
再
び
都
心
の
工
事

が
着
工
さ
れ
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
事
も
徐
々
に
増

え
て
い
く
と
見
込
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今

後
の
動
向
が
不
透
明
と

な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で

神
奈
川
県
コ
ン
ク
リ
ー

ト
圧
送
業
協
同
組
合
（
横

浜
市
西
区
、
荒
井
康
博
理

売
上
高
が
２５
％
減

圧
送
業
の
重
要
性
Ｐ
Ｒ
を

神奈川圧送協組

荒井理事長

革
新
技
術
の
導
入
進
め
る

残
コ
ン
削
減
で
産
廃
ゼ
ロ

川端工業

好評好評
発売中発売中
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発売中
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モルタルに変わる圧送先行材
モレステ
mortar less technology

モルタルに変わる圧送先行材
モレステ
mortar less technology

残コン処理強力助っ人

残コンバスター
残コン処理強力助っ人

残コンバスター
コンクリート圧送作業の終了時にコンクリートポンプ車
に残った生コンクリートをホッパ内に集め撹拌すること
で砂・砂利状態にする残コン処理剤です。

大量の産廃を発生させる従来の先行モルタル工法とは
異なり、現場でわずか 16ℓのモレステを混練し、ポン
プ車に投入するだけで、圧送先行材の代替になります。

ホッパに残コンバスター
を投入して撹拌するだけ

たった 180 秒で
砂・砂利状態に！

現場ではモレステを混錬
するだけ（わずか16ℓ）

モレステをポンプ車に
投入して、先行材に

Ｔ字管の場合 根元ベント管の場合

完全整備のポンプ車
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